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No.219

令和元年7月27日開催

下殿岡夏祭り （伊賀良）
～ 心豊かな地域コミュニティの創出に向けて ～



第３弾の特徴

第２弾の特徴

②いいだ市議会だより219号令和 2.7.21

児童生徒数に応じた学習用端末
7,990台（うち補正対応6,115台）
の導入

　

初
日
提
案
の
報
告
案
件
及
び
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、

即
決
採
決
に
よ
り
全
て
可
決
及
び
同
意
し
ま
し
た
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対
策
事
業
費
の

第
２
弾
を
内
容
と
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

案
と
、
第
３
弾
を
内
容
と
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
案
は
、
事
業
の
迅

速
性
を
考
慮
し
て
初
日
と
最

終
日
に
常
任
委
員
会
で
の
審

査
の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
即
決
採

決
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
案
件
に
つ
い
て
は
、

６
月
中
旬
に
各
常
任
委
員
会

に
よ
る
審
査
を
経
て
、
最
終

日
に
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

令和２年第２回

定例会を５月26

日から６月22日

まで28日間にわ

たって開催しま

した。

令和２年

第2回
定例会

報告

人事

条例

一般

予算

計

　

13

5

11

2

4

35

　

1

1

1

3

　

3（1）

2（2）

1

6（3）

（　）内はうち議会議案の数

議案の提出件数

5/26 6/9 6/22
初日 中日 最終日

新型コロナウイルス感染症緊急対策事業費（第２弾）の主な内訳

新型コロナウイルス感染症緊急対策事業費（第３弾）の主な内訳

事業費　５億4,521万円

全事業者、宿泊業者等に対する新たな給付金の支給など

①事業者への支援　 ４億7,641万円

児童扶養手当の上乗せ給付、保育料・副食費等の還付など

②個人への支援　 5,452万円

地域外来・検査センターの利用者の負担軽減

③検査体制・医療体制の充実 300万円

事業者向けの支援策ＰＲ用のチラシ作成など

④その他の対策　 　1,128万円

事業費　７億1,400万円

プレミアム商品券事業による地域消費の喚起、「がんばろう

飯田！応援割宿泊キャンペーン」など

①事業者・団体への支援　 ２億3,595万円

ひとり親世帯に対する臨時特別給付など

②個人への支援　 １億3,324万円

小中学校における1人１台学習用端末の整備、ネットワーク

環境の整備、空調設備の追加整備など

③教育環境の整備ほか　 3億4,481万円

　全ての業種の事業者に対

する経営支援、業務のオンラ

イン化に対する支援、福祉

施設などの感染予防に対す

る支援、児童扶養手当の上

乗せ給付、飯田市出身の学

生応援、地域外来・検査セン

ターの検査費用軽減など。

地域外来・検

査センターの

検査状況

　飯田の「結い」（共助）に

よる地域経済及び文化芸術

の再興支援、ウィズコロナ・

アフターコロナ時代に向け

たＩＣＴによる新たな学び

のスタイルの実現に向けた

環境整備、ひとり親世帯臨

時特別給付金の支給など。



条例改正により議

員報酬を減額
（６カ月分）

議　長　89,820円

副議長　78,480円

議　員　73,260円

南信濃公民館

松尾公民館

山本公民館

座光寺公民館

竜丘公民館

龍江公民館

飯田市役所

遠　山

中　部

西　部

北　部

南　部

竜　東

飯田５地区

上村　南信濃

松尾　鼎

伊賀良　山本

座光寺　上郷

竜丘　川路　三穂

下久堅　上久堅　千代　龍江

橋北　橋南　羽場　丸山　東野

９月30日（水）

10月１日（木）

10月２日（金）

10月６日（火）

10月７日（水）

10月８日（木）

10月９日（金）

ブロック 地　　区 会場案開催日

いいだ市議会だより219号令和 2.7.21③

※新型コロナウイルス感染症の状況により、開催日、会場などの変更が生じる場合があります。

▲演台にアクリル板を設置

▲議会災害対策会議の様子

▲通常よりも間隔を開けた議席

令
和
２
年
度
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

市
議
会
で
は
３
月
以
降
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
会
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

３月２日に「議会災害対策会議」を設置後、13回にわたって会

議を開催

市の対策本部会議や、地域における市民の皆さんのご意見、

状況把握等の情報収集を行う中で、地域の窮状を肌で感じな

がら、議会としての対応を協議・検討

新型コロナウイルス感染症対策についての市民の声に基づく

執行機関との質疑応答、２回にわたる市への提言を行い、執行

機関との適時的確な情報共有を実施

市の対策本部会議や、地域における市民の皆さんのご意見、

状況把握等の情報収集と、議会としての対応の協議・検討を

継続

令和２年７月から12月までの６カ月間、議員報酬月額の３％に

相当する額を12月の期末手当から減額することとし、条例改

正を実施

議席の間隔を開け、演台にアクリル板を設置し、議場へ入室す

る職員の数を制限するなど、「３密」とならないような議会運営

　議会報告会は、飯田市自治基本条例に規定されている、「開かれた議会運営」

と「議会への市民参加の推進」を果たすための取り組みです。議会報告会を起

点に市民の声を政策づくりに反映できるようにすることを目的として、今年度も、

各地区まちづくり委員会との共催により開催します。



塚　平　一　成　議員（会派のぞみ）

福　沢　　　清　議員（会派みらい）

岡　田　倫　英　議員（会派のぞみ） 竹　村　圭　史　議員（会派のぞみ）

新　井　信一郎　議員（会派のぞみ）

④いいだ市議会だより219号令和 2.7.21

第２回定例会の一般

質問の概要を紹介し

ます。（13名・質問順）

■は、そのほかの質問項目

市政を

問う！
市政を

問う！
市政を

問う！
市政を

問う！
　
　

ウ
イ
ル
ス
感
染
発
生
リ
ス
ク
に

　
　

怯
え
る
中
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

安
心
し
て
提
供
さ
れ
て
い
く
土
壌
を

ど
う
整
え
る
か
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　

予
防
対
策
支
援
事
業
と
し
て
介

護
事
業
所
等
へ
給
付
金
を
支
給
す

る
。
こ
の
給
付
金
を
各
事
業
所
に
お

い
て
有
効
に
使
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
細
心
の
予
防
対
策
を
と
り
な

が
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
の
際
に
、
必
要
な

支
援
が
あ
れ
ば
市
と
し
て
対
処
し
て

い
く
。

■
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
民
生
活
の

安
心
と
安
全
の
確
保
に
つ
い
て

コロナ禍における介護サービスの

安心確保について

　
　

飯
田
下
伊
那
地
域
に
お
い
て
、

　
　

医
師
の
判
断
に
も
か
か
わ
ら
ず

検
査
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
ど

の
位
お
ら
れ
る
か
。

　
　

相
談
に
よ
り
検
査
に
至
ら
な
か

　
　

っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、
相

談
件
数
と
検
査
件
数
に
乖
離
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
検
査
に
つ
い
て

は
、
医
師
か
ら
の
検
査
要
求
に
は
す

べ
て
対
応
で
き
た
と
飯
田
保
健
所
か

ら
聞
い
て
い
る
。
し
か
し
、
検
査
が

は
じ
ま
っ
た
時
期
に
、
国
が
設
定
し

た
検
査
基
準
に
満
た
な
か
っ
た
た

め
、
検
査
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

事
例
が
あ
る
。

感染症対策の基となる

検査について

　
　

代
替
地
整
備
は
移
転
を
お
願
い

　
　

す
る
皆
さ
ん
の
不
安
解
消
に
つ

な
が
る
。
責
任
を
も
っ
て
予
定
通
り

進
め
て
い
く
認
識
は
。

　
　

移
転
を
お
願
い
す
る
皆
さ
ま
方

　
　

に
は
ま
だ
ま
だ
大
き
な
ご
不
安

や
ご
心
配
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
市
で
整
備
す
る
代
替
地
へ
の

移
転
に
関
し
て
は
、
希
望
す
る
皆
さ

ま
方
の
ご
負
担
を
早
期
に
軽
減
し
て

い
く
た
め
に
も
、
予
定
し
て
い
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

■
災
害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
生
活

の
あ
り
方
に
つ
い
て

リニア中央新幹線の代替地

整備事業について

　
　

家
賃
補
助
制
度
に
「
地
代
」
を

　
　

含
め
る
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、

「
事
業
規
模
に
応
じ
た
支
援
」
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　

「
地
代
」
に
つ
い
て
は
、
家
賃

　
　

と
異
な
る
課
題
が
あ
り
検
討
を

進
め
て
い
る
。
国
の
政
策
や
制
度
を

受
け
て
、
市
の
第
２
弾
と
な
る
支
援

の
な
か
で
対
応
し
て
い
く
。

　

「
事
業
規
模
に
応
じ
た
支
援
」

は
、
国
や
県
の
様
々
な
支
援
と
合
わ

せ
、
今
後
の
経
済
状
況
を
見
極
め
、

新
し
い
生
活
様
式
等
を
踏
ま
え
る

中
、
市
と
し
て
も
独
自
の
施
策
を
立

案
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

新型コロナウイルス感染症に

対する緊急対策について

　
　

再
び
臨
時
休
校
せ
ざ
る
を
得
な

　
　

く
な
っ
た
場
合
の
対
応
方
針
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
後
の
イ
メ
ー

　
　

ジ
と
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
と

の
つ
な
が
り
を
持
て
る
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
学
活
や
健
康
観
察
、
宿
題
を
自

宅
で
行
え
る
学
習
環
境
、
先
生
と
の

や
り
取
り
が
可
能
な
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
が
段
階
的
に
で
き
れ
ば
い
い
と
考

え
る
。
11

月
ま
で
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
１
人
１
台
整
備
を
目
標
に
取
り

組
む
が
、
そ
れ
ま
で
は
既
存
の
機
器

の
使
用
や
、
紙
ベ
ー
ス
等
で
対
応
し

て
い
き
た
い
。

教育を受ける機会の保障

について



吉　川　秋　利　議員（会派のぞみ） 小　林　真　一　議員（公　明　党）

山　崎　昌　伸　議員（会派のぞみ） 古　川　　　仁　議員（日本共産党）

木　下　德　康　議員（会派のぞみ） 福　澤　克　憲　議員（市民パワー）

いいだ市議会だより219号令和 2.7.21⑤

　
　

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
の
「
い
い
だ

　
　

未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
８
」
へ

の
影
響
を
ど
う
捉
え
、
今
後
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　
　

感
染
症
の
影
響
は
地
域
経
済
を

　
　

は
じ
め
、
市
民
生
活
全
般
に
及

ん
で
き
て
お
り
、
今
後
策
定
す
る

「
い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン
」
の
中
期

計
画
を
今
ま
で
の
延
長
線
上
で
考
え

る
の
は
難
し
い
。
社
会
情
勢
を
見
極

め
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
検
証
を
行

い
、
目
指
す
ま
ち
の
姿
の
実
現
に
向

け
た
中
期
計
画
の
策
定
を
進
め
た

い
。
今
後
は
感
染
拡
大
を
抑
制
し
な

が
ら
地
域
経
済
の
再
生
を
図
り
、
市

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
く
。

コロナショックと「いいだ未来デザイン

2028」の関連性について

　
　

医
療
従
事
者
へ
の
支
援
、
民
間

　
　

の
努
力
・
我
慢
に
対
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
重
要
性
と
必
要
性
を

ど
う
考
え
る
か
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
顔
の
見
え
る

　
　

会
議
が
で
き
な
い
中
、
飯
田
市

ら
し
い
新
し
い
公
民
館
活
動
が
芽
吹

い
た
事
例
が
あ
る
。
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
、
身
近
な
課
題
解

決
に
取
り
組
む
公
民
館
は
、
自
発
的

な
活
動
を
進
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

拠
点
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

も
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
創
造
し
て
い

き
た
い
。

■
公
民
館
の
ネ
ッ
ト
予
約
に
つ
い
て

コミュニティ活動の拠点としての

公民館について

　
　

支
え
合
お
う
、
助
け
合
お
う
の

　
　

気
持
ち
の
高
ま
り
を
、
経
済
の

域
内
循
環
の
促
進
に
、
具
体
的
に
ど

う
つ
な
げ
て
い
く
か
。

　
　

南
信
州
牛
や
南
信
州
の
花
の
消

　
　

費
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
地
元
飲
食

店
の
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

事
業
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組

ん
で
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
経
済
対

策
事
業
が
一
過
性
に
終
わ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
地
域
内
へ
波
及
さ
せ
、
新

し
い
生
活
様
式
か
ら
派
生
し
、
一
貫

し
た
取
り
組
み
と
し
て
経
済
の
域
内

循
環
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

経済の域内循環の促進に

向けての具体的な取り組みは

　
　

コ
ロ
ナ
禍
、
当
地
の
観
光
を
知

　
　

り
体
験
す
る
チ
ャ
ン
ス
、
住
民

が
地
域
内
を
観
光
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
を
打
つ
考
え
は
。

　
　

市
民
が
市
内
の
多
様
な
観
光
資

　
　

源
や
宿
泊
施
設
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
改
め
て
良
さ
を
再
認
識
い
た

だ
く
機
会
に
つ
な
が
る
。
市
内
向
け

の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、
観
光
施
設
利
用
の
際
に

は
国
や
県
の
支
援
策
の
活
用
、
さ
ら

に
は
市
の
独
自
事
業
を
含
め
、
経
済

対
策
第
３
弾
の
支
援
策
と
し
て
取
り

組
み
た
い
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
緊
急

時
対
応
段
階
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

コロナ禍に対応して

住民が地元で観光をする考えは

　
　

受
診
控
え
等
、
地
域
の
医
療
機

　
　

関
が
疲
弊
す
る
中
、
資
金
面
や

物
資
面
の
補
助
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

受
診
先
で
の
感
染
を
恐
れ
て
地

　
　

域
の
医
療
機
関
へ
の
受
診
者
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
現
在
、
国
が
県
を
通
じ
て
防
護

服
や
マ
ス
ク
等
の
医
薬
材
料
を
医
療

機
関
や
介
護
施
設
等
へ
配
布
す
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
受
診
控
え

に
よ
る
医
療
機
関
の
経
営
支
援
策
に

つ
い
て
は
、
全
国
的
な
問
題
で
あ

り
、
国
・
県
が
ど
の
よ
う
な
支
援
を

し
て
い
く
の
か
市
と
し
て
は
注
視
し

て
い
き
た
い
。

飯田市の新型コロナウイルス

感染症対策について

　
　

今
回
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
い
て

　
　

は
、
申
請
書
等
の
簡
略
化
を
図

り
ス
ム
ー
ズ
な
制
度
利
用
を
推
進
す

る
こ
と
が
大
切
で
は
。

　
　

わ
か
り
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
　

の
作
成
・
配
布
や
、
使
い
や
す

い
制
度
、
丁
寧
な
窓
口
対
応
に
よ
り

市
民
に
充
分
な
支
援
が
で
き
る
よ
う

一
層
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
国
・

県
・
市
町
村
等
の
支
援
機
関
相
互
の

連
携
が
一
層
進
む
よ
う
、
県
や
全
国

市
長
会
へ
の
要
望
の
機
会
等
を
捉
え

て
さ
ら
に
働
き
か
け
て
い
く
。

■
地
域
自
治
活
動
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
考
え
方
に
つ
い
て

国、県、他市町村との

連携の考え方は
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⑥いいだ市議会だより219号令和 2.7.21

　令和２年第２回定例会では、請願１件を総務委員会で、陳情１件を産業建設

委員会でそれぞれ慎重に審査を行い、いずれも「採択」としました。採択の結

果を経て、市議会は６月22日付けで国に対して下記のとおり意見書の提出を行

いました。

請願第２号

陳情第１号

採択

採択

総 務 委 員 会

産業建設委員会

国に対し、核兵器禁止条約への署名・調印

と批准を求める意見書の提出について

国に対し、種苗法の一部を改正する法律案

の慎重審議を求める意見書の提出について

種別 内　　容 審査を行った委員会結果

　
　

遠
山
郷
の
振
興
に
源
泉
は
必
要

　
　

と
考
え
る
が
、
新
規
掘
削
へ
の

市
長
の
考
え
は
。

　
　

か
ぐ
ら
の
湯
は
、
地
域
住
民
の

　
　

想
い
の
詰
ま
っ
た
重
要
な
観
光

拠
点
施
設
と
捉
え
て
い
る
。
源
泉
揚

湯
ポ
ン
プ
の
落
下
事
故
等
に
よ
り
温

泉
の
送
水
が
で
き
な
い
間
は
、
沸
か

し
湯
に
よ
る
営
業
を
行
い
た
い
。
新

規
の
温
泉
掘
削
は
、
事
故
に
か
か
る

工
事
請
負
業
者
と
の
紛
争
の
結
果
次

第
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
後

の
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
次
の

指
定
管
理
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
検
討
し
て
い
く
。

遠山郷かぐらの湯の現状と

今後について

　
　

長
期
間
の
通
行
止
め
に
伴
い
迂

　
　

回
路
の
整
備
や
交
通
規
制
看
板

の
設
置
、
市
民
へ
の
周
知
等
が
必
要

だ
が
市
の
考
え
は
。

　
　

知
久
町
踏
切
道
改
良
は
県
道
飯

　
　

田
南
木
曽
線
の
改
良
事
業
と
し

て
予
定
さ
れ
、
令
和
３
年
３
月
か
ら

お
よ
そ
１
年
半
に
わ
た
り
全
面
通
行

止
め
と
な
る
。
生
活
道
路
、
通
勤
通

学
と
し
て
利
用
さ
れ
る
方
も
多
い
こ
と

か
ら
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
、
迂
回

路
の
設
定
や
案
内
表
示
、
看
板
設
置

な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
の
要
望
に
沿
え

る
よ
う
、
県
、Ｊ
Ｒ
東
海
や
関
係
機
関

と
協
議
す
る
と
と
も
に
、
早
期
に
地

域
へ
周
知
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

知久町踏切道改良工事に

伴う市の対応について

　

国
に
対
し
、「
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
日
本
政
府
の

署
名
と
批
准
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た

【
意
見
書
の
主
旨
】
本
文
を
一
部
省
略

　

日
本
が
核
保
有
国
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
核
兵
器
禁

止
条
約
へ
参
加
し
な
い
こ
と
に
対
し
て
は
、
被
爆
者

を
は
じ
め
国
内
外
か
ら
失
望
や
批
判
の
声
が
広
が
っ

て
お
り
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
我
が
国
に
は
、

率
先
し
て
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
し
、
核
保
有
国

と
非
保
有
国
と
の
橋
渡
し
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

本
市
議
会
は
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
核
兵

器
の
な
い
世
界
を
実
現
す
る
た
め
、
国
会
及
び
政
府

に
お
い
て
、
早
急
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
と

批
准
の
手
続
き
を
進
め
る
よ
う
強
く
要
請
し
ま
す
。

　

国
に
対
し
、「
種
苗
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

の
慎
重
審
議
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た

【
意
見
書
の
主
旨
】
本
文
を
一
部
省
略

　

糖
度
が
高
く
、
美
味
し
い
果
樹
や
野
菜
、
コ
メ
等
々

の
新
品
種
は
日
本
の
遺
伝
資
源
で
す
。
一
度
海
外
に

流
出
す
れ
ば
、
生
産
や
販
売
を
差
し
止
め
る
こ
と
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
に
お
い
て
は
、
同
法
律
案
に
対
し
、
よ
り
慎
重

な
審
議
を
行
う
と
と
も
に
、
国
民
の
不
安
が
解
消
さ

れ
る
よ
う
広
報
広
聴
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
を
強
く
要
請
し
ま
す
。

請願・陳情の審査結果



総務
委員会

社会文教
委員会

いいだ市議会だより219号令和 2.7.21⑦

飯
田
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報
酬

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
　

公
民
館
長
の
報
酬
の
改
定
は
も
っ
と
早
く
で
き

　
　

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
改
定
に
至
る

ま
で
の
協
議
の
経
過
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
　

平
成
22
年
度
末
に
各
地
域
協
議
会
へ
「
公
民
館

　
　

長
の
推
薦
に
関
す
る
意
見
書
」
の
提
出
を
依
頼

し
た
と
こ
ろ
、
羽
場
地
域
協
議
会
か
ら
「
職
責
に
応

じ
た
公
民
館
長
の
報
酬
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見

書
」
が
提
出
さ
れ
た
。

　

平
成
23
年
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
連
絡
会
に
お
い

て
７
地
区
か
ら
出
さ
れ
た
「
公
民
館
長
の
待
遇
を
見

直
す
べ
き
」
と
の
意
見
、
平
成
22
年
の
飯
田
市
公
民

館
運
営
審
議
会
に
お
け
る
「
館
長
報
酬
の
改
善
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
提
言
、
平
成
23
年
の
同

審
議
会
に
お
け
る
館
長
の
待
遇
に
つ
い
て
改
善
を
図

る
べ
き
と
す
る
総
括
な
ど
を
経
て
、
平
成
24
年
度
以

降
議
論
を
深
め
て
き
た
。　
　

　

そ
の
後
、
小
中
連
携
・
一
環
教
育
、
地
域
人
教
育
、

い
い
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
が
図
ら
れ
、

社
会
教
育
機
関
の
長
と
し
て
の
公
民
館
長
の
役
割
が

増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
改
定
に
至
っ
た
。

飯
田
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

過
去
に
同
じ
よ
う
な
飲
酒
運
転
の
事
案
が
発
生

　
　

し
て
い
る
が
、
そ
の
反
省
が
生
き
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
飲
酒
運
転
防
止
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ど
う
感
じ
て
い
る
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
に
、工
夫
し
て
飲
酒
運
転
防
止
に
取
り

　
　

組
ん
で
き
て
い
る
が
、今
回
の
こ
と
は
誠
に
申
し
訳

な
い
。
こ
の
こ
と
を
き
わ
め
て
重
く
受
け
止
め
、
今
後
の

取
り
組
み
を
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
い
く
。

　
　

今
回
、
当
該
職
員
は
停
職
６
カ
月
の
処
分
と
い

　
　

う
こ
と
だ
が
、
そ
の
理
由
は
。

　
　

交
通
違
反
の
基
準
と
し
て
、呼
気
中
の
ア
ル
コ
ー

　
　

ル
濃
度
と
、
免
許
取
消
し
な
ど
の
行
政
処
分
を

加
味
し
て
審
査
し
、
停
職
で
も
っ
と
も
重
い
６
カ
月

の
処
分
と
判
断
し
た
。

飯
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

傷
病
手
当
の
対
象
者
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　
　

ス
感
染
症
に
感
染
し
た
者
、
又
は
感
染
が
疑
わ

れ
る
者
と
あ
る
。
発
熱
が
あ
る
、
あ
る
い
は
、
濃
厚

接
触
者
と
な
っ
て
休
ん
だ
も
の
の
結
果
的
に
感
染
し

て
い
な
か
っ
た
場
合
は
、
対
象
と
な
る
の
か
。

　
　

雇
用
主
が
感
染
の
疑
い
が
あ
る
と
認
定
し
、
相

　
　

違
な
け
れ
ば
対
象
と
な
る
。
し
か
し
、
濃
厚
接

触
者
で
あ
っ
て
も
無
症
状
の
方
は
対
象
に
は
な
ら
な

い
。

　
　

一
度
感
染
し
た
人
が
、
繰
り
返
し
て
感
染
し
た

　
　

場
合
の
適
用
期
間
は
。

　
　

今
回
の
国
の
特
例
は
、
令
和
２
年
１
月
１
日
か

　
　

ら
同
年
９
月
30
日
の
間
で
あ
り
、
そ
の
期
間
で

あ
れ
ば
繰
り
返
し
の
適
用
に
な
る
。

令
和
２
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
案
に
つ
い
て

　
　

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
建
設
補
助
事
業
費
」

　
　

に
関
し
、
２
つ
の
施
設
が
新
設
さ
れ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
入
所
者
数
と
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
待
機
者
数
へ
の
影
響
は
。

　
　

今
回
の
施
設
は
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
あ

　
　

り
、
そ
れ
ぞ
れ
９
床
で
合
計
18
床
が
増
え
る
こ

と
と
な
る
。
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
介
護
度

が
比
較
的
軽
度
の
方
が
日
常
生
活
を
し
な
が
ら
過
ご

す
施
設
で
あ
り
、
特
養
と
役
割
が
違
っ
て
い
る
た
め
、

特
養
待
機
者
数
の
増
減
に
大
き
な
影
響
は
な
い
と

捉
え
て
い
る
。

　
　

「
中
学
校
施
設
大
規
模
改
修
事
業
費
」
に
関

　
　

し
、
緑
ケ
丘
中
学
校
の
床
の
改
修
の
原
因
は
。

　
　

設
計
業
者
や
施
工
業
者
、
Ｏ
Ａ
フ
ロ
ア
の
メ
ー

　
　

カ
ー
と
調
査
・
検
査
を
行
っ
て
き
た
結
果
、
耐

用
年
数
の
経
過
と
使
用
状
況
に
よ
る
劣
化
で
あ
る
と

い
う
結
論
に
至
っ
た
。

６月11日に委員会、

委員会協議会及び

予算決算分科会を

開催しました。委員

会の様子はYouTube

をご覧ください。

６月12日に委員会、

委員会協議会及び

予算決算分科会を

開催しました。委員

会の様子はYouTube

をご覧ください。
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所
管
事
務
調
査
「
遠
山
郷
の
指
定
管
理
施
設
の

運
営
状
況
に
つ
い
て
」
か
ら
委
員
会
提
案
を
実
施

　

今
期
の
産
業
建
設
委
員
会
で
は
、昨
年
（
令
和
元
年
）

か
ら
「
遠
山
郷
の
指
定
管
理
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
」

を
所
管
事
務
調
査
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会
の
委
員
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

調
査
研
究
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
改
め
て
執
行
機

関
側
へ
提
案
し
ま
し
た
。
今
後
、
執
行
機
関
側
の
対

応
状
況
等
の
報
告
を
受
け
て
、
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　
【
提
案
書
前
文
よ
り
】
市
の
指
定
管
理
施
設
で
あ
る

遠
山
郷
観
光
施
設
等
は
、
三
遠
南
信
道
、
リ
ニ
ア
の

開
通
を
見
据
え
た
と
き
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
の
観

光
振
興
に
寄
与
し
、
も
っ
て
地
域
振
興
に
つ
な
が
る

べ
く
、
健
全
な
る
経
営
の
も
と
に
誘
客
を
図
る
こ
と

を
目
指
す
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
運
営
・
経

営
状
況
を
適
切
に
監
視
、
評
価
し
て
い
く
こ
と
は
議

会
と
し
て
の
責
務
で
あ
り
、
産
業
建
設
委
員
会
に
お

け
る
所
管
事
務
調
査
、
及
び
議
案
審
査
に
お
い
て
附

帯
決
議
し
た
内
容
を
踏
ま
え
て
、
提
案
事
項
（
下
段

の
９
項
目
）
の
適
時
的
確
な
執
行
を
求
め
る
。

提
案
文
書
、
所
管
事
務
調
査
報
告
書
の
詳
細
は

飯
田
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
提
案
事
項
（
要
約
）】

 

①
施
設
設
備
の
修
繕
・
改
修

工
事
の
速
や
か
な
対
応
・
対
策
、
②
指
定
管
理
の
市

の
考
え
方
や
計
画
の
提
示
、
③
し
ら
び
そ
高
原
施
設

の
適
切
な
管
理
監
督
、
④
個
別
施
設
の
将
来
方
針
の

明
確
化
、
⑤
か
ぐ
ら
の
湯
の
市
の
直
営
化
に
お
け
る

従
業
員
や
地
域
住
民
の
不
安
払
拭
、
⑥
か
ぐ
ら
の
湯

の
市
の
直
営
に
お
け
る
、
営
業
目
標
を
立
て
る
な
ど

経
営
的
感
覚
を
も
っ
た
取
り
組
み
、
⑦
こ
れ
ま
で
の

指
定
管
理
や
ト
ラ
フ
グ
養
殖
事
業
の
検
証
、
⑧
遠
山

郷
の
地
域
振
興
の
計
画
や
観
光
戦
略
な
ど
市
の
方

針
の
立
案
・
実
施
、
⑨
状
況
等
の
当
委
員
会
へ
の
報

告
、
地
域
や
市
民
に
対
す
る
適
時
適
切
な
公
表

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
に
係
る
実
施
設
計
に
向
け

た
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

「
次
世
代
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
「
ト
ー
タ

ル
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
及
び
実
施
設
計
に
つ

い
て
、
本
年
３
月
末
に
契
約
を
締
結
し
、
今
後
さ
ら

に
、
民
間
事
業
参
画
者
と
の
関
係
構
築
の
た
め
に

「
ブ
ラ
ン
ド
ク
リ
エ
イ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
加
え

た
、
合
計
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
検
討
を
進

め
、
そ
の
成
果
を
実
施
設
計
に
連
動
・
反
映
さ
せ
て

い
く
と
の
市
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

ブ
ラ
ン
ド
ク
リ
エ
イ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
民
間

　
　

事
業
参
画
者
に
あ
た
り
は
つ
い
て
い
る
か
。

　
　

基
本
設
計
段
階
か
ら
民
間
事
業
者
と
意
見
交

　
　

換
を
進
め
て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
と
な
る
。　

　

議
員
か
ら
の
要
望
と
し
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
を
含
め
、
人
の
移
動
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
雇
用
、
働
き

方
、
観
光
な
ど
の
分
野
で
の
分
析
を
行
っ
た
上
で
、

こ
れ
か
ら
起
こ
り
う
る
あ
ら
ゆ
る
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
基
本
設
計
を
逸
脱
し
な
い
範
囲
で
実
施
設
計

を
柔
軟
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
の
発
言

が
あ
り
、
市
か
ら
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
に
つ
い
て

も
十
分
勘
案
し
な
が
ら
、
実
施
設
計
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

６月15日に委員会、

委員会協議会及び

予算決算分科会を

開催しました。委員

会の様子はYouTube

をご覧ください。

▲工事が進む「丹保・北条地区代替地予定地」

６月17日に特別委

員会及び特別委員

会協議会を開催し

ました。委員会の

様子はYouTubeを

ご覧ください

リニア推進
特別委員会



予算決算
委員会

いいだ市議会だより219号令和 2.7.21⑨

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

案
に
お
け
る
「
か
ぐ
ら
の
湯
」
の
補
水
用
ボ
イ

ラ
ー
改
修
に
か
か
る
増
額
補
正
を
巡
っ
て

　
　

か
ぐ
ら
の
湯
の
市
の
直
営
に
あ
た
り
、
当
初
の

　
　

収
支
見
込
か
ら
１
８
０
０
万
円
の
赤
字
を
見
込

ん
で
い
た
が
、
沸
か
し
湯
に
よ
る
営
業
で
は
さ
ら
に

８
０
０
万
円
増
の
２
６
０
０
万
円
の
赤
字
が
生
じ
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
赤
字
額
は
決
し
て
少
な

く
な
い
額
だ
と
思
う
が
、
そ
れ
で
も
直
営
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
理
由
は
。

　
　

道
の
駅
遠
山
郷
は
、
遠
山
郷
観
光
や
地
域
振
興

　
　

の
拠
点
で
あ
り
、
今
後
も
役
割
は
変
わ
ら
な
い
。

三
遠
南
信
自
動
車
道
の
全
線
開
通
や
リ
ニ
ア
の
開
通

を
見
据
え
る
と
、
そ
の
果
た
す
役
割
や
結
果
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。
市
の
直
営
下
に
お
い
て
、
沸
か
し

湯
営
業
で
は
厳
し
い
経
営
が
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ

か
ら
の
運
営
の
な
か
で
、
課
題
を
洗
い
出
し
、
地
元

の
皆
さ
ま
の
協
力
を
得
な
が
ら
課
題
解
決
、
運
営
の

改
善
に
取
り
組
み
、
赤
字
の
縮
減
に
努
め
て
い
く
。

　
　

収
入
見
込
額
が
減
れ
ば
そ
の
分
が
収
入
減
と
し

　
　

て
市
民
へ
の
負
担
に
な
り
、
必
要
経
費
が
増
え

れ
ば
そ
の
分
も
市
民
負
担
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
運

営
に
お
い
て
は
、

支
配
人
を
選
任
す
る
と
と
も
に
、

パ
ー
ト
・
従
業
員
の
過
度
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　
　

か
ぐ
ら
の
湯
は
、
観
光
課
が
所
管
し
、
運
営
し

　
　

て
い
る
。
直
営
以
前
は
、
売
店
・
食
堂
・
直
売

所
を
合
わ
せ
た
一
体
的
な
運
営
に
よ
っ
て
経
営
が
成

り
立
っ
て
い
た
。
直
営
の
間
、
ま
た
そ
の
後
の
指
定

管
理
を
見
据
え
た
と
き
、
地
元
で
取
り
組
ん
で
も
ら

う
こ
と
が
何
よ
り
重
要
と
な
る
。
現
在
、
地
元
の
44

団
体
が
集
ま
っ
て
、
指
定
管
理
を
受
け
ら
れ
る
形
を

協
議
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
年
度
、
市
も
担
当
を
付

け
て
経
営
的
に
成
り
立
つ
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

５月26日に前期全

体会、6月22日に後

期全体会を開催し

ました。委員会の

様子はYouTubeを

ご覧ください。

▲７月５日に営業を再開した「かぐらの湯」

▲飯田市消防団本部員と総務委員会委員の懇談の様子

　６月11日に飯田市消防団本部と総務

委員会間で、懇談を行いました。

　消防団を取り巻く状況を知るととも

に、消防団の抱える課題について意見交

換しました。

　コロナの影響により操法訓練ができ

ず、消防団のなり手不足もあって活動に

苦慮している地区もある中、地域住民の

生命・財産を守ろうという意識をもって、

今後も活動を続けていただくことを期待

し、応援していきます。

飯田市消防団と総務委員会の懇談
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　昨年７月に開催された下殿岡夏祭りでは、地区内

外からの沢山の子ども達が参加してマス200匹とウ

ナギ５匹を一生懸命捕まえました。

　コロナ禍が一刻も早く収束し、子どもからお年寄

りまでの誰もが楽しく集う、心豊かな地域コミュニ

ティが普段通りの日常に戻ることを切に願います。

伊賀良

■第３回定例会　８月25日(火)～９月23日(水)

□一般質問　９月９日(水)～10日(木)（傍聴可能）

　※質問内容は８月27日の午後以降に飯田市議会

　　ホームページに掲載されますのでご確認ください。

□委員会日程（傍聴可能）

　予算決算(前期全体会８月25日、後期全体会９月17日)

　総務(８月31日、９月１日)、社会文教(９月1日、２日)、

　産業建設(９月２日、３日)、リニア推進（９月７日）

■議会への請願・陳情は、８月19日(水)午後５時まで

　に、議会事務局へご提出ください。

委員長　竹村　圭史　　副委員長　福澤　克憲

委　員　清水優一郎　　塚平　一成　　　古川　　仁

　　　　永井　一英　　新井信一郎　　　井坪　　隆

議会の動き（予定）

広報広聴委員会

　５月13日に、飯伊森林組合の事務所にて同組

合の幹部と林業活性化推進飯田市議員連盟（以下

「林活連」）の役員が協議を行いました。

　林活連が2月20日に開催した「飯田市森林整備

計画」の勉強会を契機として、飯伊森林組合と林

活連が協議を行い、林代表理事組合長から飯伊森

林組合の現状と林業の課題についてお話を伺いま

した。地域産材を活用した持続可能な地域づく

り、林業の人材確保など、林業が置かれている状

況と今後の展望について多岐にわたる意見交換を

行いました。

　この調査は、市民の「市政」に対する「満足度」や

「定住意識」「地域でのつながり・愛着」等を把握し、

市が目指す方向性や市民が希望している将来像を

実現するための施策の方向性を見極めるための基

礎調査として、毎年度実施されています。

　「今後力を入れるべきと思う政策」として、「そう思

う」又は「どちらかといえばそう思う」と回答した割合

で最も高かった３つは以下の政策でした。

飯伊森林組合との協議を実施タブレット端末を活用したペーパーレス会議

システムについての全員協議会勉強会を開催

市民の意識に関する基礎世論調査について

　市民の皆さんからのご意見を真摯に受け止め、

執行機関とともに政策立案を行ってまいります。

ここに

注目!

全員協議会などにおける協議事項や報告事項をご紹介します。

①「若者が帰ってこられる産業をつくる」90.1％

②「災害に備え、社会基盤を強化し、

防災意識を高める」 88.4%

③「若い世代の結婚、出産、

子育ての希望をかなえる」 88.1％

（対象）住民基本台帳からの無作為抽出による、

　　　　飯田市内在住の満20歳以上の男女2,000人

（期間）令和２年１月６日から同年３月１日まで

（有効回収数）828人　回収率 41.4％

　６月16日に飯田市役所にて全員協議会勉強会

を開催しました。高森町議会の大島議長、小平議

会運営委員長、中原議会事務局長をお迎えし、

「高森町議会のＩＣＴ推進について」をテーマに

ご講演いただきました。

　タブレット端末を活用したペーパーレス会議シ

ステムの導入に至る経緯、運用状況などをご紹介

いただき、これからの議会運営に関し多くのヒン

トを得ました。

　高森町議会では、令和２年３月の定例会から紙

とデータの双方で資料を配布して議員と執行機関

がタブレット端末の

使用を開始し、同年

４月の全員協議会か

らペーパーレス会議

システムが本格的に

稼働しています。


